
明
治
八
年
九
月
、
東
京
浅
草
猿
屋
町
の
警
視
庁
病
院
に
裁
判
医

学
校
が
開
設
さ
れ
、
束
京
医
学
校
の
解
剖
学
雇
ド
イ
ツ
人
教
師

言
岸
①
冒
口
。
９
局
に
よ
り
裁
判
医
学
が
講
ぜ
ら
れ
、
実
際
の
事

件
に
つ
い
て
解
剖
も
行
わ
れ
た
。
日
本
に
お
け
る
系
統
的
教
科
と

し
て
の
法
医
学
の
濫
膓
で
あ
る
。
彼
か
ら
裁
判
医
学
の
講
義
を
受

け
た
湯
村
卓
爾
、
三
浦
常
徳
、
斎
藤
准
は
後
年
デ
ー
ニ
ッ
の
講
義

録
を
ま
と
め
、
「
断
訟
医
学
」
を
公
刊
し
た
。

明
治
四
年
三
月
、
蘭
医
ス
ロ
イ
ス
が
金
沢
医
学
館
医
学
教
師
と

し
て
着
任
、
教
育
科
目
を
改
め
五
カ
年
教
育
と
し
、
法
医
学
関
連

科
目
と
し
て
第
四
年
次
に
「
中
毒
学
」
、
「
仮
死
検
査
法
」
、
第
五
年

次
に
「
断
訟
法
」
を
課
し
た
。
ス
ロ
イ
ス
の
講
義
は
現
在
多
種
遺

こ
さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
法
医
学
関
連
の
講
義
録
は
発
見
さ

れ
て
お
ら
ず
、
講
義
し
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
。
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ス
ロ
イ
ス
任
期
満
了
後
、
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
が
明
治
八
年
七
月
金

沢
医
学
所
（
の
ち
金
沢
医
学
校
）
に
着
任
す
る
。
教
則
を
み
る
と
、

法
医
学
に
関
す
る
教
科
と
し
て
「
中
毒
学
」
（
第
四
年
次
）
、
「
医
家

断
訟
法
」
（
第
五
年
次
）
が
あ
る
。
保
存
さ
れ
て
い
る
ホ
ル
ト
ル
マ

ン
講
義
録
の
中
に
「
普
通
中
毒
学
」
、
「
各
自
中
毒
学
」
が
あ
る
。

前
者
の
内
容
を
み
る
と
、
「
中
毒
ノ
原
因
」
、
「
実
地
医
学
中
毒
学
」
、

「
法
律
医
学
中
毒
学
」
、
「
法
律
医
学
卜
実
地
中
毒
学
ノ
関
係
」
等

を
講
じ
て
い
る
。
と
く
に
、
中
毒
死
体
の
検
査
法
に
つ
い
て
は
、

外
景
、
内
景
検
査
と
も
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
金
沢
裁
判
所
か
ら
嘱

託
さ
れ
た
場
合
の
死
体
検
案
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
裁
判

医
学
的
鑑
定
が
実
地
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
大
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
金
沢
で
藺
医
の
通
訳
を
し
た
一
人
大
井
玄
洞
は
金

沢
を
去
っ
て
東
京
大
学
で
化
学
毒
物
学
の
担
当
教
員
と
な
る
。
彼

は
英
独
の
毒
物
学
、
裁
判
化
学
諸
書
を
閲
読
集
成
し
、
「
毒
物
新
論
」

（
二
巻
）
、
（
明
治
十
年
太
政
官
公
布
の
毒
物
劇
物
取
扱
規
則
中
に
掲
載

さ
れ
た
毒
物
の
解
説
版
）
を
公
刊
し
た
（
明
治
十
二
年
）
。

ホ
ル
ト
ル
マ
ン
に
つ
い
で
、
明
治
十
三
年
四
月
愛
知
医
学
校
か

ら
金
沢
医
学
校
へ
ロ
ー
レ
ッ
ッ
が
着
任
し
た
。
彼
は
愛
知
で
「
断

訟
医
学
」
（
愛
知
県
公
立
医
学
校
刊
、
医
事
新
報
、
十
一
号
～
明
治
十
二
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年
）
を
講
じ
て
い
る
。
彼
の
金
沢
在
住
が
短
期
間
で
あ
る
の
で
、
金

沢
で
断
訟
医
学
を
講
義
し
た
可
能
性
は
薄
い
。

明
治
二
十
一
年
医
学
校
は
第
四
高
等
中
学
校
医
学
部
と
な
り
、

高
安
右
人
（
眼
科
学
）
が
裁
判
医
学
の
担
当
者
と
な
る
が
、
本
格
的

な
教
育
は
明
治
二
十
二
年
山
田
謙
治
（
産
婦
人
科
）
に
よ
る
「
裁
判

医
学
実
験
科
」
の
設
置
に
始
ま
る
。
現
在
、
山
田
教
授
の
法
医
学

講
義
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
金
沢
医
学
会
雑
誌
に
一
連
の
裁
判
医

事
鑑
定
討
議
録
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、
東
京
大
学
別
課
卒
業
（
明
十
七
）
の
村
上
庄
太
は
、
大

学
で
裁
判
医
務
係
（
明
一
二
）
、
法
医
学
助
手
（
明
二
六
）
を
経
て
（
片

山
国
嘉
門
下
）
、
明
治
二
十
八
年
第
四
高
等
学
校
教
授
と
な
り
、
病

理
学
を
担
当
す
る
と
と
も
に
法
医
学
を
受
持
ち
、
金
沢
裁
判
所
医

務
を
兼
ね
た
。
明
治
四
十
一
年
に
到
る
ま
で
、
村
上
は
十
数
年
間

そ
の
任
に
あ
り
、
十
全
会
誌
に
「
放
火
未
遂
犯
者
ノ
鑑
定
」
、
「
謀

殺
未
遂
犯
鑑
定
（
モ
ル
ヒ
ネ
中
毒
こ
、
「
偽
盲
ノ
鑑
定
」
、
「
稀
有
ナ

ル
尖
器
」
、
「
放
火
事
件
二
関
ス
ル
偏
執
狂
ノ
鑑
定
」
、
「
Ｘ
線
ノ
法

医
学
的
応
用
実
例
」
、
「
血
痕
検
査
二
於
ケ
ル
一
二
物
件
卜
「
ヘ
ミ

ン
」
結
晶
ノ
関
係
」
等
の
報
文
を
投
稿
し
た
。

村
上
に
つ
い
で
、
精
神
医
学
を
専
門
と
す
る
松
原
三
郎
が
法
医

学
を
兼
任
し
た
。
法
医
学
の
発
展
と
精
神
医
学
と
の
関
わ
り
は
、

医
史
学
的
に
無
視
で
き
ず
、
両
者
の
関
連
を
鮮
明
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
松
原
（
明
四
二
～
大
二
）
の
後
任
に
は
、
病
理
学
担
当

の
福
士
政
一
（
大
三
～
大
四
）
、
中
村
八
太
郎
（
大
五
～
大
一
二
）
が

順
次
法
医
学
を
兼
任
し
た
。

大
正
十
二
年
医
学
専
門
学
校
は
大
学
に
昇
格
、
大
学
の
教
授
陣

容
は
大
幅
に
充
実
改
革
さ
れ
、
法
医
学
の
専
任
教
授
と
し
て
、
東

京
帝
国
大
学
三
田
定
則
教
授
の
高
弟
古
畑
種
基
が
着
任
し
た
（
大

一
二
）
・
古
畑
教
授
は
後
任
の
井
上
剛
教
授
が
着
任
す
る
ま
で
十
六

年
有
余
に
わ
た
り
、
法
医
学
の
教
育
、
研
究
、
司
法
実
務
に
精
力

的
な
功
績
を
残
し
た
。

（
金
沢
医
科
大
学
）

207 (69）


